
 

 

 

情報部会の発足 

     

本年度より本連盟の理事で構成する「情報部会」

を発足いたしました。ホームページの公開に合わ

せ、会員の先生方に補助金、助成金など新しいお

役立ち情報を提供するため、隔月に集まって協議

を重ねています。メンバーは貝塚副会長を中心に、

洪理事、上田理事、川島理事の４名です。今後の

活動にご期待願います。（お役立ち情報は、「お

知らせのページ」と会員のページの「情報ルーム」

に掲載してあります） 

 

ワールドワイドウェブと DXの構築 

副会長 貝塚浩二 
 

情報とは、簡単にいえば「伝えられる内容」の

ことです。主に「伝達」という行為においてやり

とりされる、事実、知識、データ、合図（信号）

等々、あるいは、その事実や知識を伝達するとい

う行為、または、知らせ（報せ）のこと。さらに

情報という概念は、生命、心、知識、意味、パタ

ーン、知覚、知識表現、教育、通信、コミュニケ

ーション、制御、等々の概念と密接に関連してい

ます。 

現在、情報といえば、インターネットは欠かせ

ない存在です。インターネットにつながっている 

 

コンピュータを使って、いわゆるホームページ  

やそこでのリンク先で情報を公開したり共有し

たりできるしくみが、ワールドワイドウェブ

（World-Wide Web）です。これは Web と略

されますが、その意味はクモの巣です。このしく

みにより、私たちは自分のコンピュータから世界

中の他のコンピュータ上にある情報へアクセス

することが可能になっています。しかし、検索し

ないで情報を見ることができるサイトの構築も、

煩雑な社会においては必要なアイテムであり、本

連盟のホームページもこの構築を目指しており

ます。 

「インボイス制度」が始まったかと思えば、次

は「電子保存義務化」が待ち構えていますね。上

限 1億円の超高額助成金を上手に活用して、来年

早々から困らないよう、今から備えましょう。 

2024年 1月 1日から改正される「電子帳簿保存

法」に関しては、今からしっかり対策する必要が

あります。そもそも「電子帳簿保存法」とは、帳

簿などの書類を、紙ではなくデータでの保存を可 

能とする法律です。2021年度に改正が行われ、施

行自体は 2022 年 1 月 1 日より行われていたので

すが、「電子保存義務化」には 2年間の猶予期間

が設けられていました。その猶予期間がついに

2024年 1月に終わり、電子保存の「義務化」が始

まるのです。「電子保存」と言うと、なんだかと

てつもなく難しいことのような気がしますが、要

するに「今まで用紙に出力していた国税に関わる 

重要な書類をデータとして保存しておきましょ

う」というデジタル化の一環です。デジタル化、

つまり DX化は、かねてより「リスキリング」の対 

象として非常に注目されています。人生 100年時

代の今、眠っている労働力の掘り起こしや新たな

スキルの獲得に新しい知識やスキルを学ぶこと

は非常に有効な手段です。また今ならリスキリン

グ対象の助成金もありますので、医院主導で「電 

子帳簿保存法」に伴う DX化を進めましょう。 

葛飾区歯科医師連盟  

ＫＤＦかわら版 
発行：葛飾区歯科医師連盟 広報委員会  KATSUSHIKAKU DENTAL FEDERATION 

No.18 
2023/ 12/ 8 

 

/４/8 

https://www.weblio.jp/content/%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%A8%E3%81%AF
https://www.weblio.jp/content/%E7%B0%A1%E5%8D%98%E3%81%AB
https://www.weblio.jp/content/%E4%BC%9D%E3%81%88%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E4%BC%9D%E3%81%88%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E4%BC%9D%E9%81%94
https://www.weblio.jp/content/%E8%A1%8C%E7%82%BA
https://www.weblio.jp/content/%E3%82%84%E3%82%8A%E3%81%A8%E3%82%8A%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E3%82%84%E3%82%8A%E3%81%A8%E3%82%8A%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8B%E5%AE%9F
https://www.weblio.jp/content/%E7%9F%A5%E8%AD%98
https://www.weblio.jp/content/%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF
https://www.weblio.jp/content/%E5%90%88%E5%9B%B3
https://www.weblio.jp/content/%E4%BF%A1%E5%8F%B7
https://www.weblio.jp/content/%E7%AD%89%E3%80%85
https://www.weblio.jp/content/%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%BA%8B
https://www.weblio.jp/content/%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%BA%8B
https://www.weblio.jp/content/%E7%9F%A5%E8%AD%98
https://www.weblio.jp/content/%E4%BC%9D%E9%81%94%E3%81%99%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E8%A1%8C%E7%82%BA
https://www.weblio.jp/content/%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B
https://www.weblio.jp/content/%E5%A0%B1%E3%81%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E5%91%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BF%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%A5%E8%AD%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%8F%E5%91%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%A5%E8%A6%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%A5%E8%AD%98%E8%A1%A8%E7%8F%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%99%E8%82%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%9A%E4%BF%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%88%B6%E5%BE%A1%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0


2 

 

 

令和 5年 12月 8日発行 ＫＤＦかわら版 

災  害 

根本 貴司 

 

10月 22日に葛飾区でも防災訓練が行われた

が、今は本当にどこで何が起こるかわからない

時代となっている。災害を予知することはなか

なか出来ないが、普段から災害に備えると言う

気持ちだけは持ちたいものだ。 

もし今、災害が葛飾区で起きた場合、歯科医

師もトリアージの手伝いをしたり、救護所で応

急処置をしたりとかなりの役割を任され、職域

を超えた活躍が期待されている。 

毎年夏に柴又帝釈天では 8月 17日に施餓鬼会

(せがきえ)と言う法要があった。これは天明 3

年 7月 8日浅間山の大噴火があり、火砕流が今

の嬬恋村を飲み込み利根川支流の吾妻川に流れ

利根川から江戸川へと流下し、浅間山から 200

キロも離れた柴又の川べりまで、犠牲になった

方や家畜など流れ着いたと言われている。柴又

の人々は流れ着いた犠牲者を手厚く供養し、境

内に供養塔も建立されている。また、今では東

日本大震災の供養塔も建立されており、災害の

犠牲となった方々の供養と共に、過去の災害の

記憶を現代に生きる私達に伝え、未来へと継承

していく役割も担っている。 

災害は忘れた頃にやってくるとよく言われる

が、今は地震だけでなく、地球温暖化により海

水温が上昇し台風が発生しやすくなったり、線

状降水帯によるゲリラ豪雨で河川の氾濫が起き

たりと、特に葛飾区は川に挟まれ土地も低いの

で注意が必要である。一人一人が災害に備える

ことで減災することが重要な時代になったが、

実際には災害が起こった場合、やはりそれぞれ

の自治体がいかに機能し、今日まで備えられた

かが重要になってくるであろう。葛飾区の行政

も普段から地道に頑張って備えて欲しい。 

 

 

 

 

会 務 報 告 

８／ ８（火）葛歯連盟広報第１９号発行 

８／２３（水）都連 第６回理事会 

８／２６（土）前執行部政治活動資料作成部会

打ち上げの会 

８／３０（水）城東ブロック総会 

９／ １（金）公明党意見交換会 

９／ １（金）連盟 第６回定例理事会 

９／ １（金）連盟 第１回情報部会                                         

９／ ７（木）都連 第４回広報委員会 

９／ ９（土）三会会長・専務会 

９／１３（水）都連 第７回理事会 

９／１９（火）連盟 第４回広報委員会 

９／２０（水）都連 第１３９回臨時評議員会 

１０／１０（火）自民党区議団「陳情の会」 

１０／１２（木）都連 第６回広報委員会 

１０／１３（金）連盟 第７回定例理事会 

１０／１３（金）連盟 第１回 IT学術部会 

１０／１７（火）連盟 第１回三役会 

１０／１８（水）都連 第８回理事会 

１０／２３（月）筒井たかひさ区議と懇談会 

１１／１０（金）平沢勝栄政経文化セミナー 

１１／１０（金）連盟 第８回定例理事会 

１１／１０（金）連盟 第２回情報部会 

１１／１５（水）都連 第９回理事会 

１１／１６（木）都連 第７回広報委員会 

１１／２０（月）自由民主党葛飾支部大会 

１２／ １（金）連盟 第９回定例理事会／移動 

１２／ ３（日）高木信明議員区政報告会 

１２／ ８（金）ＫＤＦかわら版第１８号発行 

 

 


